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研究成果の概要（和文）：本研究では、明治時代に刊行され後の日本の基本漢字集合の成立に影響を与えたチェンバレ
ン(1899)『文字のしるべ』と近代以降の日本の国内外の漢字文献を比較し、次の2点に言及した。
1.2000～3000字程度の基本的な漢字集合には、日本人の伝統的な解釈に基づくものと、西洋人が日本語習得のために作
成したものという2系統が存在する。そして、その両者が相互に影響しながら合流した結果、現在の集合となった。
2.現存する『文字のしるべ』に残る使用形跡から，当時の所有者が用いた様々な漢字習得の方法が明らかになるととも
に，その実用性が証明された。

研究成果の概要（英文）：In this study, comparing the books about Chinese Characters published in Japan or 
foreign countries and Chamberlain (1899) A Practical Introduction to the Study of Japanese Writing, that 
affected the common Chinese Character set later, next two point was proved.
1. There are two big stream about 2000-3000 common Chinese Characters set. One is based on the 
traditional interpretation of the Japanese, the other is created by Westerners, who was studying the 
Japanese. As a result, while affecting each other, both of them merged together, and become current sets.
2. From the using evidence that remains in Chamberlain (1899) now existing, we can learn about various 
methods of of how the owner used this book, and understand practical value of this book.

研究分野：日本語学
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１．研究開始当初の背景 
言語学的な見地からは，文字言語は音声言
語に準じる副次的なものと見なされる傾向
があるが，漢字が日本語の発展に果たしてき
た役割は大きい。特定の漢字について原義や
出自や誤用例などの研究は一般書でさえ広
く行われる一方で，数千字単位の漢字を一つ
の集合体として捉えて分析した研究はあま
り例を見ず，我々が「基本的な漢字」ととら
える規範性もつ漢字の集合体の出自や変遷
の過程は未だ不明瞭である。 
集合体としての漢字の例としては，日常的
に使用する漢字の目安である「常用漢字表」
があげられるが，2010 年の改定では国民を
も巻き込んだ議論にまで発展したことは記
憶に新しい。他にも，「表外漢字字体表」(2000
年)の制定，「人名用漢字」の大幅な追加(2004
年)といった国の施策や，常用漢字についても
定期的な見直しが予定されている。また，PC
や携帯電話などの情報機器の急速な普及に
ともない，情報処理の面からも集合体として
の漢字の研究価値は高まっている。このよう
な二つの観点から，我々が日常生活の中で使
用する漢字群についてその起源と変遷の動
態を解明することは，今後も継続的に変動す
る日本人の漢字使用の在り方を考える上で
重要な課題であると言える。 
近年の漢字を取り巻く研究環境をみると，
『明朝体活字字形一覧』(文化庁文化部国語課，
1999 年)において大幅な漢字活字のヴァリエ
ーションが整理され提示されたのを皮切り
に，研究用のデータベースが次々に作成・公
開されてきた。例えば，「拓本文字データベ
ース」(京都大学人文科学研究所），「木簡デー
タベース」(奈良文化財研究所)などがあり，
岡墻が協力を行う「漢字字体規範データベー
ス(HNG)」(http://joao-roiz.jp/HNG/)もその
一つである。基本的な漢字群の通時的変遷を
追う上では，個別の漢字についての情報を容
易かつ大量に得られる環境が整うことが前
提であり，これらの大規模データベースの構
築は，研究推進上で重要な契機となった。 
岡墻のこれまでの研究では，日本の言語
学・国語学の成立に多大な影響を与えた B.H.
チェンバレンの『文字のしるべ』(1899)を中
心資料として，公的・私的の 2種類の漢字文
献との比較を通し，それぞれの資料の特徴と
ともに基本的な漢字の集合の変遷をたどっ
た。具体的な研究の手法としては，基本漢字
のデータベースを構築し実証的な調査・考察
を行い，『文字のしるべ』がその後の基本漢
字を取り扱う文献の成立や内容にインパク
トを与えたことを明かにした。また，現存す
る同書 29 冊における書き込みの様態を調査
し，漢字学習の実態を明らかにするという当
時の日本語学習者の漢字取得プロセスにつ
いても言及した。これらの研究は，岡墻裕剛
編著『B.H.チェンバレン『文字のしるべ』影
印・研究』(勉誠出版，2008年)として出版し
ており，日本近代における漢字普及度の実態

や，国語教育史の研究において従来になかっ
た視点を提示したと各方面で評価を受けた。 
上記によって『文字のしるべ』以降の基本
漢字文献の系譜についてある程度の理解を
得られたので，今後は『文字のしるべ』と同
時代，あるいはそれ以前の漢字文献を重視し，
基本漢字の集合の起源についての遡及調査
を進めることを志した。 

 
 
２．研究の目的 
本研究は，主に近代以降の日本内外の漢字
文献を調査し，次の 2点の証明を目指す。 
①現在の日本における 2000～3000字の基
本的な漢字群には，伝統的国学に基づくもの
と，西洋人が日本語習得のために作成したも
のという 2系統が存在し，その両者が相互に
影響しながら合流した結果，現在の集合体と
なったことを明らかにする。 
②基本漢字の集合の起源と変遷の動態を
詳述することで，近代日本の国語施策・国字
問題上でこれらの漢字文献が果たした役割
と意義についての再解釈を行う。また，漢字
文献に残存する使用形跡から，当時の日本語
学習者の漢字使用の実態を明らかにする。 

 
 
３．研究の方法 
基本漢字文献の本文記述を調査するとと
もに，包含する漢字集合の特徴から参考資料
とした文献を推定する。それに基づき，国内
外に存在する現存本を可能な限り多く収集
し，その内容を精査して仮説を立証する。 
具体的には，チェンバレンが『文字のしる
べ』の参考資料として使用した 7種の漢字文
献の調査に重点を置き，それぞれの文献の性
質と収録する漢字群の規模・内容・傾向など
を整理し，類似性・関係性を明らかにするこ
とを目差し，まずは特に影響関係が強いと予
測された Lay(1895) Chinese Characters for 
the Use of Students of Japanese Language 
との比較を行った。 
また，両書に見られる書き込みなどの細か
な使用形跡も意識的に収集し，それぞれの現
存本の具体的な使用実態を証明した。 
さらに，文献の全ページスキャンや，個々
の漢字情報や画像データ化を行い，近代日本
における基本漢字群の総合的な変遷過程を
解明する基礎資料としてオンラインで公開
を行う。 

 
 
４．研究成果 
(1) 現存本の調査 
『文字のしるべ』の現存本について，日本
全国の全ての大学図書館のサイトでオンラ
インによる蔵書検索を実施し，これまでに把
握していなかった十数冊の現存本の存在を
明らかにした。これらの諸本について，現地
での調査ならびに ILL による取り寄せ調査



を行うとともに，平行して海外の古書店が所
有する現存本の存在にも着目し，国内から購
入可能な現存本の入手を試みた。また，ILL
では確認できないような研究機関以外の図
書館類にも調査に赴いた。 
その結果，合計十冊の現存本について，当
時の所有者の使用形跡の有無を確認するこ
とができた。例えば，横浜開港資料館では戦
中戦後に日本で活躍したポール・C・ブルー
ムの旧蔵本を発見し，そこに外国人名ととも
にアメリカで活躍した作家である「杉本鉞
子」の名前を確認した。外国人から日本人へ，
さらに再び外国人へと受け継がれたという
動きが確認できる。ほとんどの現存本に書き
込みが見つかったことで，当時の外国人によ
る日本語学習において本書の有効性・実用性
の高さを証明することに繋がった。 
(2) 他の文献との比較 
その他チェンバレンの著作についても調
査を行い，使用形跡の量的・質的差異に注目
すると，『文字のしるべ』では書き言葉の入
門書という文献の特徴が色濃く表れている
ことが分かった。本研究の目的である当時の
日本語学習者の漢字使用の実態の解明に寄
与する調査結果である。 
(3) 参考文献の特定 
チェンバレンが『文字のしるべ』を作成時
に使用した参考資料の特定をめざし，同書の
序論の謝辞にある 7人の外国人について経歴
や著作の情報を整理した。その中でも特に，
Lay(1895)Chinese Characters for the use of 
students of the Japanese languageが『文字
のしるべ』と日本の漢字集合を結びつける鍵
となる文献であることが分かったため，両書
の比較を行いその共通点と相違点をまとめ
た。また，新たに郵便報知新聞の「三千字字
引」(1887)との関連性が明らかとなったため，
三者を対照することで，それぞれの使用目
的・作成意図に基づく異同が見られたが，他
の漢字集合に比べて収録する漢字の共通性
が高いことが分かり，下図 1のような漢字集
合の系譜ともいうべき関係性の存在が明ら
かとなった。 

 

図 1 漢字集合の系譜 
 

(4) データの公開 
上記で使用した Chinese Characters の画
像データと字種に関するデータベースを次
URL(https://sites.google.com/site/jishu
db)で公開した。(図 2・3参照) 

 

図 2 Chinese Characters DB 
 

図 3 Chinese Charactersの本文 
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